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１. 工事の進捗状況  

1.１. 中央ＪＣＴ北側ランプシールドトンネル工事の概要 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.2. 工事進捗状況（令和５年１１月３０日現在）  

中央 JCT 北側ランプシールドトンネル工事は令和４年３月４日から掘進作業を実施しており、Ａランプシールドトンネル工事は令和４年４月１１日から令和５年３月３０日の間にセグメント３９リングから５１５ 

リングの約６２１ｍの掘進作業を行い、掘進が完了した。Ｈランプシールドトンネル工事は令和４年３月４日から令和４年１０月１3 日の間にセグメント２０リングから 2５１リングの約３６５ｍの掘進作業を行い、

掘進が完了した。 

なお、Ａランプシールドトンネル工事の現在の掘進済延長は【約６６６ｍ／約６６６ｍ】、Ｈランプシールドトンネル工事の掘進済延長は【約４１０ｍ／約４１０ｍ】である。 
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２. 地域の安全・安心を高める取り組みの対応状況 

第 23 回東京外環トンネル施工等検討委員会にて地域の安全・安心を高める取り組みとして以下を確認した。 

 

２．1． 

２．2．

※1：状況に応じて実施 

※2：設置箇所・手法は自治体と調整 
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２.１. 地表面変状の確認 

２.１.１. 第 23 回東京外環トンネル施工等検討委員会で確認された地域の安全・安心を高める取り組み 
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２.１.２. 中央 JCT 北側ランプシールドトンネル工事での対応状況 

（２）GNSS・合成開口レーダー・3D 点群データ 

 

掘進作業を実施する前後で MMS（３Ｄ点群データ調査）を実施し、掘進による影響が生じていないことを確認した。 

また、GNSS や合成開口レーダーを活用しての掘進完了区間の地表面変位の傾向の把握について継続しているところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
巡回監視の強化 

 

掘進時及び掘進後概ね１ヶ月程度は２４時間体制でシールドマシンの掘進工事箇所周辺を徒歩等により巡視員が巡回を実施した。 

また、１ヶ月経過以降も掘進完了区間については、毎日１回の頻度で車両等により巡回を実施しており、これまで掘進工事箇所周辺において地表面変状等周辺の生活環境に影響を与える事象は確認されていない。 

今後の巡回監視について、道路管理者の意見を踏まえつつ、巡回のあり方を検討し適切な対応を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３D 点群データ調査実施状況 

徒歩による巡回監視実施状況 
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２.２. 地域住民の方への情報提供 

２.２.1. 中央 JCT 北側ランプシールドトンネル工事での対応状況 

 

自治体と連携した路面下空洞調査の実施 

掘進作業実施前後に、掘進区間の安全を確認するため、公道を対象に「路面下空洞探査車（車載型レーダー）」を用いて、路面下空洞調査を実施し、掘進による影響が生じていないことを確認した。調査は空洞探

査車の走行（狭隘部は作業員によるハンディ型地中レーダーの探査機使用）により実施した。なお、掘進調査結果は道路管理者等と協議を行い、詳細調査など必要な対応を適切に行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

調査実施状況（車道部） 調査実施状況（歩道部） 

調査位置図（ランプ部） 調査位置図（本線部） 

掘進作業前調査のお知らせチラシ（令和 4 年 2 月 25 日） 

掘進作業後調査のお知らせチラシ（令和 5 年 6 月 2 日） 
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